






γ一グロブリンの大量点滴療法(GG 療法)が川崎病における冠動脈障害(CAL)の発生を有意

に予防することは先に報告したが,今回は投与量がさらに少くても同様の予防効果が上る

か否か,投与量の検討を行なった。 


